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昨年は JTEKT元年として，全社一丸となって
努力した結果，新会社は順調なスタートをきるこ
とができました．また，目標より早く今年度で売
上げ規模が 1兆円を超える大企業となり，それに
伴い，会社はより安定的な成長を目指せる一方，
社会や地球環境保護などに対する責任も一段と
高くなると社員の一人として考えております．
今後は，編集委員の一人として，本誌を通じて
会社内外の人々に当社の優れた新技術・新製品を
紹介し，会社の知名度向上に貢献していきたいと
思います． （楼）

昨年 1月に JTEKTが誕生してあっという間に
1年が過ぎていきました．私は，ステアリング事
業部業務統合の第 1歩である新技術部品表シス
テムの構築に携わってきましたが，合併後１年で
は，新システムの稼働は実現できませんでした．
旧光洋，旧豊工がそれぞれ異なる歴史と実績を持
っており，その両者（社）を融合するということ
の難しさ，新しいものを構築していく難しさを痛
感した一年でした．今は，5月のシステム稼働を
目指して多忙を極めていることでしょう．
今後は，その他のシステムも統合される計

画があると聞いています．そうなれば，やっと
JTEKTとしての事業の基盤が統一されたと実感
できるのではないでしょうか．その日のためにジ
ャーナル同様，皆様のご協力，ご支援をお願いし
ます． （田原）

私が会社（旧光洋精工）に入社した頃は，軸受
というのは内輪・外輪・転動体・保持器というた
った 4つの構成部品で成り立つ非常にシンプル
な構造の商品がほとんどで，特殊品といっても外
輪とフランジが一体化された程度のものでした．
そんなシンプルな見た目とは裏腹に，その中身は
Hertz の理論やトライボロジー技術など，数多く
の要素技術が注ぎ込まれており，見た目の派手さ
こそありませんが確実に日々進化し続けてきま
した．
昨今では，周辺構造を積極的に取り込んだユニ
ット製品が開発されるようになり，「軸受も変わ
ってきたな」と思っていたところ，旧豊田工機と
の合併により JTEKTとなり，今後，更なる軸受
の変貌を紹介していけたらと思っています．

（川口）

編集後記

Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．

表紙説明

表紙デザインの 2つの円が意味するものは，「光洋精工」と「豊田工機」を表してお
り，その 2つの円が重なって新生「JTEKT」の新しいロゴを形成しています．また，2
つの円はコーポレートメッセージである「Value」と「Technology」も意味しています．
さらにキーカラーとなる，「アースブルー」は地球を表しており，背景を日本を代表

する国花である「桜」の色にすることで，環境配慮に貢献する企業であることと，日本

から世界へ「モノづくりを革新する技術力」を発信する企業であるという意味が込めら

れています．


